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第 3学年社会科学習指導案 

令和６年２月８日（木）第５校時 

 

1 単元名 越谷市のうつりかわり 

 

２ 単元について 

（1）教材観 

本単元は，学習指導要領の第３学年目標(1)(2)(3)，内容（4）及び内容の取扱い（4）に基づ

いて設定したものである。学習指導要領には，次のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市が今の形へと編成されたのは，戦後の村町合併の時期である。1954（昭和 29）年に 2 町

8 ヶ村が合併し越谷町となり，翌年に草加町の川柳村の一部が越谷町に編入したことで，今の形

が完成した。1958 年に市制施行により，人口 4 万 8318人で越谷市が成立した。 

内容 

(4) 市の様子の移り変わりについて，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

(ア)市や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解すること。 

(イ)聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること。  

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。  

(ア)交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や 

人々の生活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。 

内容の取扱い 

(4) 内容の (4) については，次のとおり取り扱うものとする。 

ア アの(イ)の「年表などにまとめる」際には，時期の区分について，昭和，平成など元号を

用いた言い表し方などがあることを取り上げること。 

イ イの(ア)の「公共施設」については，市が公共施設の整備を進めてきたことを取り上げる

こと。その際，租税の役割に触れること。 

ウ イの(ア)の「人口」を取り上げる際には，少子高齢化，国際化などに触れ，これからの市

の発展について考えることができるよう配慮すること。 

目標 

社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次のとおり

資質・能力を育成することを目指す。 

(1)身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生

活の様子，地域の様子の移り変わりについて，人々の生活との関連を踏まえて理解するととも

に，調査活動，地図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

(2)社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題を把握して，その解決

に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断したことを表現する

力を養う。 

(3)社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会を考え

学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を通して，地域社

会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を養う。 
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越谷市成立後，1960 年には人口が 5万人を突破し，地下鉄日比谷線が北越谷駅まで相互乗り入

れする等，首都圏のベッドタウンとして発展してきた。1967 年に，国道 4 号が全線開通。1973 年

には，武蔵野東線（現在の JR 武蔵野線）が開通。越谷貨物ターミナル駅も同時に完成し，南越谷

駅が開業。この時期は人口が急激に増加し，1967年に 10 万人を突破すると，4 年後の 1973年に

は 15 万人を突破。続けて 5 年後の 1978 年には 20 万人を突破した。人口増加に伴い，小中学校

が次々に開校。1967 年から 1978 年までの約 10 年間で 14 の小学校が開校した。急激な人口増加

に伴い，都市化が進み，家や商業施設が増設される等土地利用の様子が大きく変化した。 

その後，急激な人口増加の傾向は落ち着くが，それでも 1979 年～2000（平成 12）年の間で 10

万人ほど増加し 30 万人を突破。この時期に，1981 年の埼玉県道浦和越谷線の使用も始まってい

る。また，公共施設としては，1987 年に児童館コスモス，2001 年に科学技術体験センターミラク

ルなどの生涯学習施設や各地区に公民館が次々に増設されていった。 

2000年から現在にかけて，人口は微増傾向を辿り，2022（令和 4）年は 34 万 4674人。越谷市

によると，この年をピークに減少傾向を辿ると予測されている。（越谷市『越谷市の現状と課題』

p.19 より）この時期は，1999 年に越谷レイクタウン特定土地区画整理事業が始まり，2008 年に

イオンレイクタウン，越谷レイクタウン駅が完成。2004年以来，東埼玉道路の拡張が進み，レイ

クタウン周辺の都市化が進んでいる。 

このように人口の推移を軸に越谷市を見てみると，約 20年前後で区分することができる。「急

激な人口増加の時期（1958～1978 年）」「人口増加の時期（1979～2000 年）」「人口微増の時期（2001

～2022 年）」の 3 つである。それらを整理すると，次の表 1 のようにまとめることができる。こ

のことを元に，学習指導要領（以下要領）と照らし合わせて，単元を構想していく。 

  本単元は，要領の内容(4)にあるように，交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具など複

数の社会的事象に着目して「市や人々の生活の様子の移り変わりを理解する」ことが求められる

単元である。そのため，教材としては表 1 に示したようにＡ，Ｂ，Ｃの 3 つの時期に分けて扱い，

複数の社会的事象の変化を相互に関連付けたり，市の様子の変化と人々の生活の変化の様子を結

びつけたりして，越谷市が都市化していく変化の傾向を考えていけるようにしていく。 

  また，要領の内容の取り扱いにあるように元号を用いた言い表し方を取り上げたり，租税の役

割に触れたりするとともに，少子高齢化や国際化に触れてこれからの市の発展について考えるこ

とができるように配慮する必要がある。市の発展については，越谷市は今後人口が減少へ向かう

予測であること，少子高齢化が進んでいること，それに伴い農業の担い手が不足していくこと，

外国人の人口が増えていくことなどを取り扱う。それらに対する市の対策として，バス路線の拡

張（歩いて暮らせる都市づくりの推進），地場農産物利用促進事業，市民ガイドブックの多言語

時期 人口 交通 主な公共施設 土地利用 

Ａ「急激な人口増加の

時期」 

1958 年～1978 年 

約 5 万人から

約 20 万人へ 

国道 4 号線開通 

武蔵野線開通 

小中学校が急増 都市化が進み，住

宅地や商業施設が

一気に広がる 

Ｂ「人口増加の時期」 

1979 年～2000 年 

約 20 万人から

約 30 万人へ 

浦和越谷線開通，

その後国道へ 

コミュセン完成 

生涯学習施設増設 

図書館増設 

住宅地や商業施設

がだんだんと広が

る 

Ｃ「緩やかな人口微増

の時期」 

2001 年～2023 年 

約 30 万人から

約 34 万人へ 

東埼玉道路開通 公民館増設 レイクタウン周辺

も都市化 

表 1 越谷市のうつりかわり 



3 

 

化や越谷国際フェスティバルの開催などが挙げられる。このような社会に見られる課題について

の市の対策を調べ，市や人々の生活の移り変わりの理解を踏まえて，3 年生なりにどのように移

り変わっていくとよいかを考察することができるよう，指導の仕方を工夫していく必要がある。 

（2）児童観 
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（3）指導観 

児童の実態調査を踏まえると，変化の影響を相互に関連付けること，社会生活上の意味を考え

ること，時間的な区切りを認識することの３つが達成できるよう指導の方法を工夫する必要があ

る。そこで大きく２つ，指導法を工夫していく。 

第１に，学習過程を工夫する。具体的には，図１に示すような，現在一般的に行われている学

習過程から，図２で示すような学習過程へと変更する。 

 

↑図１ 一般的に行われている本単元の学習過程（「視点」ごとに学ぶ） 

 

 
↑図２ 本研究における学習過程（「時代」ごとに学ぶ） 
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 現在、一般的に行われている学習過程では，土地の様子や交通の様子等，社会的事象の「視点

別」に１時間ずつ設定し，時代ごとの資料を提示して見比べることができるようにすることで，

移り変わりを理解する方法が取られてきた。しかし，児童の実態から，視点ごとに学んだ事象同

士を関連付けることや生活の変化の意味を考察することは難しいと考えられる。それらの考察な

しに学習が進むと，学習問題の結論が，視点ごとに理解した内容を単に羅列したものになる可能

性がある。そのため，学習過程においては次の２点を工夫する。 

１点目は，人口を軸に単元を構成する。単元の初めに人口の推移を捉え，その後は他の視点の

推移と人口の推移を繰り返し関連付けるようにする。そうすることで，徐々に児童自らが時期の

違いに着目して，事象同士の関係を考察し，「関連付ける」ことができるようになると考える。 

２点目は，１時間ずつの学習内容を「視点別」ではなく，「時代別」に整理する。単元の前半

は，１時間で１つの時代を扱うようにする。例えば，第４時は「時期Ａ」の土地の様子をじっく

りと読み取る。そして，人口の様子と関連付ける。そうすることで，「人口が少なかったときは，

まだ店や住宅が少なく，田や畑が多い。」ことに気付くことができる。続く第５時では「時期Ａ」

の交通や公共施設の広がりの様子を読み取る。そして，同じく人口の様子と関連付ける。そうす

ることで，「人口が少なかったときは，まだ大きな道路や駅の数，公共施設が少ない。」ことに気

付くことができる。そして，第６時や第７時で「時期Ｂ」を扱う。この時，児童が「時期Ａ」と

「時期Ｂ」の違いに着目しようとしている様子が見られた場合は，それらを見比べる活動を行

い，「人口がだんだん増えたときに，店や住宅，大きな道路が増えた。」と考えることができるよ

うにしていく。その後，第８時で，「時期Ａ」と「時期Ｂ」の移り変わりをまとめて，それらの変

化が生活にどのような影響を及ぼしたかを考察する活動を取り入れる。その後，同じように「時

期Ｃ」を扱う。そうすることで，変化の影響を相互に関連付けることや，社会生活上の意味を考

察することができると考える。 

第２に，ワークシートを工夫する。具体的には，図３，図４に示すようなワークシートを活用す

る。ワークシートには，全部で３点の工夫を入れ込んだ。 

１点目は，時代区分を３つとして，それぞれ人口がどのように変化したかをメインに時期の名前

をつけていることである。この名前は，第３時に児童と一緒に話し合って決めることも考えられる。

そうすることで，児童は今，どの時期を学習しているのかを確認しながら調べたり，考えたりする

ことができる。特に，学力的に下位の児童にとっては，年表の構造をつかみづらいことが考えられ

る。そのため，今どの時期を学習しているのかを，確認していくことが大切である。また，元号を

入れることで，そのような言い表し方があることにも触れるようにする。 

２点目は，人口の推移を棒グラフで表し，その下に視点ごとにまとめる欄をつくったことである。

そうすることで，事象同士を「関連付ける」ことがしやすくなると考えられる。 

３点目は，時期Ａから時期Ｂの推移，時期Ｂから時期Ｃの推移，時期Ａから時期Ｃの推移の考察

を記述する欄をそれぞれ設けたことである。児童はそれまでに調べて得た認識が，上に記述されて

いるため，その記述を手掛かりに考察することができると考えられる。そのような考察を経て，「移

り変わりを理解する」ことができると考えられる。 

以上のように，学習過程とワークシートを工夫することで，全ての児童が，変化の影響を相互に

関連付けたり，社会生活上の意味を考えたり，時間的な区切りを認識したりして，複数の社会的事

象に着目して「移り変わりを理解する」ことや「関連付ける」ことができるようにしていきたい。
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↑図３ ワークシートの工夫（児童の記述例）  
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↑図４ ワークシートの工夫（児童の記述例）  

⑧ 人口が５万人から２０万人までふえて、

家やお店や公共しせつがふえたり、交通が

べんりになった。だからきっと,、車でお買い

物に行きやすくなって、生活がべんりでゆた

かになった。 
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（4）研究課題との関わり 

 

 

 「よりよい社会」とは，社会に見られる課題をよりよく解決していこうとする社会と捉える。

読解力とは，社会認識を獲得することを目的として，①課題等に対して情報を適切に取捨選択

（適切な情報選択）する力，②情報の意味を正確に理解する力，③複数の情報の関係を正確に認

識する力であると考える。「構想する読解力」とは，よりよい社会を構想することを目的として，

①有用性，公共性，実現可能性等の視点で情報を取捨選択する力，②情報の意味を正確に理解

し，別の事象と照らし合わせて，問題性等を正確に把握する力，③有用性，公共性，実現可能性

等の視点で，複数の資料を比較，検討，吟味し，より有効な解決策を判断する力であると考え

る。これらは，社会的な見方・考え方を働かせ考察や構想をする際に必要な力（スキル）である

と考えられる。そのため，要領が求める資質・能力と深く関わっており，小学校においては４年

間を通して計画的に身につけることができるようにする必要がある。このような考えのもと，今

年度３年生段階で，どの程度の力をつける必要があるか検討し続けてきた。その検討を通して，

要領が求める３つの資質・能力を確実に身につけることができるよう指導してきた。 

 本単元では，様々な視点の社会的事象を「関連付ける」ことが求められるため，社会認識獲得

を目指す読解力③複数の情報の関係を正確に認識する力を高めることに重点を置く。また，「市の

発展について考えることを配慮する」ことが求められるため，構想を目指す読解力②情報の意味

を正確に理解し，別の事象と照らし合わせて，問題性等を正確に把握する力を高めることに重点

を置く。 

 それらの力を高めるために，図５に示した次の４点を意識して指導していく。１点目は，資料

提示の仕方や時間配分を工夫する。一人一台端末を効果的に活用して資料を配付することで，児

童が自由に拡大できるよう施し，細部まで読み取ったり，複数の資料を画面上で並べることで，

資料から取り出した情報同士の関係を正確に認識したりすることができるようにする。また，資

料の一部を隠して提示することで，見方・考え方を働かせて予想することができるようにする。

そして，資料過多にならないよう配慮し，１枚を読み取る時間を十分にとるよう気を付ける。２

点目は，グラフの読み方を前単元（「越谷の安全を守る」）と同じように丁寧に指導する。特に人

口の棒グラフは，表題（タイトル），出典，縦軸，横軸，数量の大小や変化の傾向を読み取ること

ができるように，発問や指示を工夫する。３点目は，机間指導を計画的に行う。特に学力低位の

児童に対しては，丁寧に資料の読み方を指導して，少しずつ自力で読み解くことができるように

する。また，複数資料の関係を捉えた後に，市の課題に気付くことができるよう助言することが

大切である。４点目は，ゲストティーチャーを活用する。市の農業振興課の方を呼んで質問する

機会を与えることで，ホームページの内容等を読んだだけでは知ることのできない知識を得るこ

とができるようにして，農業の課題を正確に把握することができるようにする。これら４点を意

識して指導することで，社会認識を得て，よりよい社会を構想する読解力を高めることができる

ようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

研究主題 よりよい社会を構想する読解力を高める学習指導の研究 

 
図５ よりよい社会を構想する読解力を高める学習指導の工夫 

ゲストティーチャー 

 
ポイント１ 
 資料提示や時間配 
分の工夫  
  

 

ポイント２ 
 グラフの読み方を 
丁寧に指導（発問・ 
指示の工夫） 
  

 
ポイント３ 
 計画的な机間指導 
   

 
ポイント４ 
 ゲストティーチャー 
の活用  
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３ 単元の目標と評価規準 

（1）目標 

越谷市の様子の移り変わりについて，交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具など

の時期による違いに着目して，聞き取り調査をしたり地図などの資料を活用したりして調べ

て年表などにまとめ，時期ごとに比較・関連付けて変化の傾向や関係を考えることで，市や

人々の生活の様子が時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解することができるよう

にするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

（2）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①交通や公共施設，土地利用

や人口，生活の道具などの

時期による違いについて，

聞き取り調査をしたり地図

などの資料などで調べたり

して，必要な情報を集め，

読み取り，市や人々の生活

の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文など

にまとめ，市や人々の生活

の様子は，時間の経過に伴

い，移り変わってきたこと

を理解している。  

①交通や公共施設，土地利用や人

口，生活の道具などの時期による

違いに着目して，問いを見出し，

市や人々の生活の様子について考

え表現している。  

②交通や公共施設，土地利用や人

口，生活の道具などの変化の傾向

を相互に関連付けたり，市の様子

の変化と人々の生活の様子の変化

を結び付けたりして，市の人々の

様子や生活の変化を考え，適切に

表現している。  

③これからの市の発展について考

え，表現している。 

①市の様子の移り変わり

について，予想や学習

計画を立てたり，学習

をふり返ったりして，

学習問題を追究し，解

決しようとしている。  

②学習したことをもと

に，これからの市の発

展について考えようと

している。 

 

４ 単元の指導計画・評価計画（18時間扱い）「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。 

過

程 

○学習活動 ・学習内容 

太枠は，課題やまとめ，ふりかえりの例 

【評価の観点】 

内容<方法> 

資料等 

つ 

 

 

 

 

 

か 

 

 

 

 

 

む 

 

 

 

 

 

①３つの写真や２つの地図をそれぞれ読み取って比較

し，気付いたことを話し合う。 

 

 

・越谷市ができる前は，２町８ヶ村に分かれていたこと 

・２町８ヶ村が，現在の市章に表されていること 

・自分たちの住んでいるところは，昔は増林村と呼ばれ

ていたこと 

 

 

 

 

【知・技①】 

越谷市は昔，２町

８ヶ村に分かれてい

たことを理解してい

る。 

<発言・ノート> 

写真 

・越谷駅上

空の時代

の異なる

３つの写

真 

地図 

・市制施行 

 前 

・現在 

市章 

②３つの写真を比較し，気付いたことを話し合って，問

いをもち，学習問題を立てる。 

①  

 

 

・だんだんと高い建物が増えてきたこと 

【思・判・表①】 

交通や公共施設，

土地利用や人口，生

活の道具などの時期

による違いに着目し

て，問いを見出し，

写真 

・越谷駅周

辺の時代

の異なる

３つの写

真 

課題 越谷市のひみつをさぐろう。 

まとめ 越谷市は，昔は２つの町と８つの村に分かれて

いた。また，城ノ上小があったところは，増林村とよば

れていた。 

課題 越谷駅のまわりは，どのようにかわってきたの

か調べ，学習問題を立てよう。 
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つ 

 

 

 

 

か 

 

 

 

 

む 

・だんだんと通る車の数が増えてきていること 

・ほかにも，人や家，お店，公園，道路の数が増えてき

ているのではないか，等と問いをもつこと 

・学習問題を考えること 

 

 

市や人々の生活の様

子について考え表現

している。  

<発言・ノート> 

地図 

・一学期に

学習した

土地利用

の図等 

③グラフを読み取って，前時に学習した内容と関連付け

ながら学習問題に対して予想し，学習計画を立てる。 

 

 

 

・越谷市の人口はだんだんと増えてきていること 

・急激に人口が急に増えた時期（時期Ａ），だんだんと増

えた時期（時期Ｂ）少しずつ増えた時期（時期Ｃ）の

３つに分類できること 

・何をどのように調べるか計画を立てること 

 

 

 

 

【態①】 

市の様子の移り変

わりについて，予想

や学習計画を立て，

学習問題を追究し，

解決しようとしてい

る。<発言・ノート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

 

調 

 

 

 

 

べ 

 

 

 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④写真や地図を読み取って，時期Ａの土地利用の様子を

調べる。 

 

 

 

・ほとんどが田や畑に使われていたこと 

・旧日光街道沿いは家や店が集まっていること 

・自分たちの住んでいるところは，全て田が広がってい

ること 

 

 

 

【知・技①】 

 必要な情報を集

め，読み取り，時期

Ａの土地利用の様子

を理解している。 

<発言・ワークシート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

地図 

・土地利用

の様子

（時期Ａ） 

⑤写真や地図を読み取って，時期Ａの交通や公共施設の

広がりの様子を調べる。 

 

 

 

・南北を東武鉄道が走っていること 

・主な道路は 1 本で，鉄道と同じように南北にあること 

・市役所はあるが，小さいこと  

・小学校は１０こあること 

 

 

 

【知・技①】 

 必要な情報を集

め，読み取り，時期

Ａの交通や公共施設

の広がりの様子を理

解している。 

<発言・ワークシート> 

  

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

・市役所 

地図 

・交通や公

共施設の

様子（時

期Ａ） 

課題 Ａの時代，土地はどのように使われていたのだ

ろうか。 

まとめ Ａの時代，土地はほとんど田や畑に使われてい

た。また，城ノ上小のまわりは，全て田んぼだった。 

課題 Ａの時代，交通や公共しせつはどのように広がっ

ていたのだろうか。 

まとめ Ａの時代，鉄道は１つあるが，大きなどうろはま

だない。市役所はあるが，公民かんはまだない。 

学習問題① 越谷市は，いつごろ，どのようにうつりかわってきたのだろうか。 

課題 越谷市の人口のうつりかわりを読みとり，学習

問題にたいしてよそうし，学習計画を立てよう。 

ふりかえり 越谷市は，人口がすごくふえた時があるこ

とが分かりました。その時に，たてものがたくさんふえ

たのではないかとよそうしました。 
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調 

 

 

 

 

 

べ 

 

 

 

 

 

る 

 

 

⑥写真や地図を読み取って，時期Ｂの土地利用の様子を

調べ，時期Ａから時期Ｂの土地利用の様子の変化を考

察する。 

 

 

 

・家やお店が増えてきたこと 

・田や畑が少なくなってきたこと 

・自分たちの住んでいるところは，まだ田が多いこと 

 

 

 

【知・技①②】 

 必要な情報を集

め，読み取り，年表

にまとめることで，

時期Ａから時期Ｂの

土地利用の様子の移

り変わりを理解して

いる。 

<発言・ワークシート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のうつ

りかわり 

写真 

・航空写真 

地図 

・土地利用

の様子

（時期Ａと

Ｂ） 

⑦写真や地図を読み取って，時期Ｂの交通や公共施設の

広がりの様子を調べ，時期Ａから時期Ｂの交通や公共

施設の様子の変化を考察する。 

 

 

 

・東西に武蔵野線が走るようになったこと 

・大きな道路が増えてきたこと 

・学校が増えてきたこと 

・市役所が大きくなったこと 

・市立病院など公共施設が増えてきたこと 

 

 

 

【知・技①②】 

 必要な情報を集

め，読み取り，年表

にまとめることで，

時期Ａから時期Ｂの

交通や公共施設の広

がりの様子の移り変

わりを理解してい

る。 

<発言・ワークシート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

・市役所 

地図 

・交通や公

共施設の

様子（時

期ＡとＢ） 

⑧写真や地図を比較したり，グラフを関連付けたりし

て，時期Ａから時期Ｂの生活の変化を考え，ワークシ

ートにまとめる。 

 

 

 

・人口が増えて，家やお店や学校などの公共施設，鉄道

や駅，主な道路が増えていったこと 

・お店が増えて生活が豊かになった，鉄道や道路などが

増えて生活が便利になった等と考えること 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

時期Ａから時期Ｂ

の交通や公共施設，

土地利用や人口の変

化の傾向から，人々

の生活の変化を考

え，適切に表現して

いる。 

<発言・ワークシート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

(GSI Maps) 

地図 

・土地利用

の様子（時

期ＡとＢ） 

・交通や公

共施設の

様子（時

期ＡとＢ） 

⑨年表や写真や地図を読み取って，時期Ｃの土地利用の

様子を調べ，時期Ｂから時期Ｃの土地利用の様子の変

化を考察する。 

【知・技①②】 

 必要な情報を集

め，読み取り，年表

年表 

・越谷市の

公共施設 

課題 Ａの時代からＢの時代の間では，人々の生活は

どのようにうつりかわってきたのだろうか。 

まとめ 人口が５万人から３０万人までふえて，家やお

店や公しせつがふえたり，交通がべんりになった。だか

らきっと，車でお買い物に行きやすくなって，生活が楽

しくなったのかなと思った。 

課題 A の時代からＢの時代の間では，土地はどのよ

うにうつりかわっていったのだろうか。 

まとめ Ｂの時代，家やお店がふえてきて，田や畑が少

なくなった。また，城ノ上小のまわりは，まだ田が多い。 

課題 A の時代から B の時代の間では，交通や公きょう

しせつはどのようにうつりかわっていったのだろうか。 

まとめ Ｂの時代，鉄道は２本にふえたり，大きな道ろ

ができたり，学校がふえたりした。 
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・田んぼや畑はさらに減ってきたこと 

 ・家やお店はさらに増えてきたこと 

 ・城ノ上小のまわりにも家やお店が増えてきたこと 

 ・レイクタウンのまわりにも家やお店が増えてきたこと 

 

 

 

 

にまとめることで，

次期Ｂから時期Ｃの

土地利用の様子の移

り変わりを理解して

いる。 

<発言・ワークシート> 

写真 

・航空写真 

地図 

・土地利用

の様子

（時期Ｂと

Ｃ） 

 

 

 

 

 

調 

 

 

 

 

 

べ 

 

 

 

 

 

る 

 

⑩写真や地図を読み取って，時期Ｃの交通や公共施設の

広がりの様子を調べ，時期Ｂから時期Ｃの交通や公共

施設の様子の変化を考察する。 

 

 

 

 ・レイクタウン駅ができたこと 

 ・大きなどうろがさらに増えてきたこと 

 ・市役所がさらに大きくなったこと 

 ・城ノ上小や保健所，公民館や老人ホームができたこと 

 

 

 

 

 

【知・技①②】 

 必要な情報を集

め，読み取り，年表

にまとめることで，

時期Ｂから時期Ｃの

交通や公共施設の広

がりの様子の移り変

わりを理解してい

る。 

<発言・ワークシート> 

 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

(今昔マップ) 

・市役所 

地図 

・交通や公

共施設の

様子（時

期ＢとＣ） 

⑪写真や地図を比較したり，グラフを関連付けたりし

て，時期Ｂから時期Ｃの生活の変化を考え，ワークシ

ートにまとめる。 

 

 

 

・人口がさらに増えて，家やお店や学校などの公共施

設，鉄道や駅，主な道路がさらに増えていったこと 

・変化の大きさはＡの時代からＢの時代のほうが，大き

いと判断すること 

・レイクタウンができて生活が豊かになった，駅や道路

などが増えて生活が便利になった等と考えること 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

時期Ｂから時期Ｃ

の交通や公共施設，

土地利用や人口の変

化の傾向から，それ

らの関係や人々の生

活の変化を考え，適

切に表現している。 

<発言・ワークシート> 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り 

写真 

・航空写真 

(今昔マップ) 

地図 

・土地利用

の様子（時

期ＢとＣ） 

・交通や公

共施設の

様子（時

期ＢとＣ） 

課題 Ｂの時代からＣの時代の間では，土地はどのよ

うにうつりかわっていったのだろうか。 

まとめ Ｃの時代，家やお店がさらにふえてきて，田や

畑がさらに少なくなった。また，城ノ上小のまわりは，家

屋やお店がふえてきた。 

 

まとめ Ｃの時代，駅やどうろ，公共しせつがさらにふ

えていった。また，市役所がさらに大きくなったり，城ノ

上小やほけん所，老人ホームなどができたりした。 

課題 Ｂの時代からＣの時代の間では，人々の生活は，

どのようにうつりかわってきたのだろうか。 

まとめ 人口が３０万人から３４万人までふえて，レイク

タウンのまわりで家や道ろがふえた。レイクタウンにお

客さんを集めるために，交通をべんりにしたのかなと思

った。また，城ノ上小ができて，城ノ上小のまわりも人が

住むようになって，家がふえたのかなと思った。 

課題 Ｂの時代からＣの時代の間では，交通や公きょうし

せつはどのようにうつりかわっていったのだろうか。 
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⑫⑬写真を読み取ったり，映像をみたり，実物を触った

りすることで，昔の道具の特色を捉え，時期ＡからＣ

にかけての生活の変化を考える。 

 

 

 

・洗濯板，脱水は手作業の洗濯機，全自動洗濯機と，だ

んだんと自動で洗濯ができる道具へと移り変わってき

たこと 

・道具が便利になるにつれて，人々の生活が豊かになっ

ていったこと 

 

 

 

【知・技①】 

 必要な情報を集

め，読み取り，年表

にまとめることで，

道具の移り変わりと

生活の変化を理解し

ている。 

<発言・ワークシート> 

映像 

・昔のくら

しと道具 

実物 

・洗濯板 

 

 

 

ま 

 

 

と 

 

 

め 

 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

か 

 

む 

⑭年表にまとめたことを基に話し合い，学習問題に対す

る結論を考える。 

 

 

 

・年表を基に話し合うこと 

・話し合ったことを基に学習問題の結論を考えること 

・人口が増えると，公共施設が増えることと 

・公共施設の増加は，税金の増加と関わりがあること 

・交通の拡大は，市の発展に役立っていったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 交通や公共施設，土

地利用や人口，生活の

道具などの変化の傾向

を相互に関連付けた

り，市の様子の変化と

人々の生活の様子の変

化を結び付けたりし

て，市の人々の様子や

生活の変化を考え，適

切に表現している。 

〈ワークシート〉 

【知・技②】 

調べたことを年表や

文などにまとめ，市や

人々の生活の様子は，

時間の経過に伴い，移

り変わってきたことを

理解している。 〈ワ

ークシート〉 

これまで活

用してきた

多様な資料 

⑮グラフを読み取って，これまで学習してきたことと関

連付けることで，学習問題を立てる。 

 

 

・今後，越谷市の人口は減っていくと予想されているこ

と 

・今後，越谷市は高齢者が増えると予想されていること 

・今後，越谷市は外国人の数が増えると予想されている

こと 

・田や畑はだんだんと減ってきていること 

【態②】 

これまでの学習を

基に，これからの市

の発展について考え

ようとしている。 

<発言・ノート> 

 

棒グラフ 

・越谷市の

人口のう

つりかわ

り（今後

の予測） 

地図 

・土地利用

の様子（時

期ＡとＢと

課題 どうぐは，どのようにうつりかわってきたのだろ

うか。 

まとめ どうぐは，だんだんとべんりになり，生活がゆ

たかになっていった。 

課題 年表をもとに話し合い，学習問題に対するけつ

ろんを考えよう。 

学習問題①のけつろん  

越谷市は，人口ぐーんとふえた時代からだんだんふえ

た時代に，家やお店や公共しせつがふえて，交通がべん

りになった。また，人口がだんだんふえた時代からちょ

っとふえた時代に，レイクタウンや城ノ上小ができて，そ

のまわりも家やお店がふえたり，交通がべんりになった

りした。今では，東京にしごとやお出かけがしやすく，レ

イクタウンには車や電車でたくさんの人がおとずれるよ

うな市になった。 

課題 越谷市のこれからのかだいを話し合おう。 
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Ｃ） 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

⑯⑰写真や地図を読み取ったり，映像を観たり，市役所

の人の話を聞いたりして，これからの越谷市について

考え，話し合う。 

 

 

・越谷市の中には，バスが通っていない地域もあること 

・市役所の人たちは，バス路線を増やそうと計画してい

ること 

・市役所の人たちは，外国人でも住みやすい街にするた

めに，交流の場をつくったり，ガイドブックを多言語

化したりしていること 

・市役所の人たちは，高校生と協力して YouTube を活用

することで，地場農産物の知名度を高めようとしてい

ること 

 

 

【態②】 

これからの市の発

展について考えよう

としている。 

<発言・ノート> 

 

地図 

・バスの路

線図 

写真 

・国際フェ

スティバ

ルの様子 

実物 

・市民ガイ

ドブック

（５カ国

語版） 

映像 

・地場農産

物利用促

進事業に

ついて 

GT 

・農業振興

課の方 

⑱これからの越谷市について，考えたことをポスターに

表現し，どの対策がより優先度が高いか考察する。  

・これからの市の発展について考えたことをポスターに

表すこと 

・特にどの対策がより優先度が高いか考えること 

【思・判・表③】 

これからの市の発

展について考え，表

現している。 

<ポスター> 

これまで活

用してきた

多様な資料 

※ポスター例 学習問題②の結論 

 
 

課題 市役所が行おうとしているたいさくを調べよう。 

まとめ 越谷市は，高れい者のためにバスを広く使える

ようにしたり，外国人のためにガイドブックをつくった

り，地元のものを食べてもらえるようにせんでんしたり

している。 

学習問題② 越谷市は，これからどうなっていくとよいのだろうか。 

まとめ 越谷市は，今後高れい者や外国の人がえる。ま

た，田や畑は少なくなってきている。 
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５ 本時の学習指導（８/１８時間） 

（1）目標 

時期Ａから時期Ｂの人口，交通，公共施設，土地利用などの変化の傾向から，人々の生活の変

化を考え，適切に表現することができる。<思考力，判断力，表現力等> 

（２）展開 

主な学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価<方法> 資料等 時間 

１ 児童の振り返りの記述の紹介を

聞いて，前時までの学習を振り返

る。 

・時期Ａから時期Ｂにかけて，家や店，

駅や道路，公共施設が増えていった

こと等を確認すること 

２ 時期Ａから時期Ｂの生活の変化

を予想し，本時の課題を立てる。 

・店が増えれば，より便利な生活に変

わる等と予想すること 

 

 

 

 

３ 交通，公共施設，土地利用の変化

の傾向の中の１つの視点で，生活の

変化を考え，架空の人物が話す言葉

をノートに記述する。 

・下の記述例のような内容を考えるこ

と 

 

 

 

 

 

 

４ 小グループで考えたことを伝え

合い，ロイロノートで記述を重ね合

わせ，その後全体で共有すること

で，生活の変化を３つの視点で捉

え，関連付ける。（シェアタイム） 

・家や店，駅や道路，公共施設が増え

ていったため，生活が豊かに便利に

なったこと 

 

・時期Ａから時期Ｂの変化の傾

向が記述されている児童の振

り返りを取り上げる。 

・時期Ａから時期Ｂの時代を生

きた架空の人物（サニー君※

クラスのキャラクター）を提

示することで，その時代に生

きた人の立場で生活の変化を

考える見通しをもつことがで

きるようにする。 

 

 

 

 

・記述ができない児童には，ヒン

トカードをロイロノートで配

付したり，机間指導で助言し

たりすることで，生活の変化

を考えることができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

・３人で伝え合った後「つまり生

活が･･･」に続く言葉を話し合

うよう伝えることで，３つの

視点の関係を考えることがで

きるようにする。 

・全体で共有するとき，各視点ご

とに１人ずつ発表させること

で，全員が生活の変化を捉え

ることができるようにする。 

児童の記述 

・前時の振り

返り 

棒グラフ 

・越谷市の人

口のうつり

かわり 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

・土地利用の

様子（時期Ａ

とＢ） 

・交通や公共

施設の様子

（時期ＡとＢ） 

写真 

・国道４号の

様子（時期Ａ

とＢ） 

・市役所の様

子（時期Ａと

Ｂ） 

・南越谷駅が

できる前とで

きたころの様

子（時期Ａと

Ｂ） 

 

 

２分 

 

 

３分 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題  

Ａの時代からＢの時代の間では，人々の生活は，どのようにうつりかわってき

たのだろうか。 

記述例（交通） 

 ぼくが小学生のころのびょーん時代（Ａの時期）は，どうろがぜんぜんなかった

から，遠くに行くのが大変だったよ。でも，大人になった今のびょんびょん時代

（Ｂの時期）は，どうろが増えて，車で遠くまでいけるようになったんだよ。むさし

の線もできたから，遠くまで行けるようになってべんりになったよ。 
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５ 交通，公共施設，土地利用などの

変化の傾向から、人々の生活の変化

を考え，話し合う。 

・田が減っても，その分店や道路がで

きて便利になった等と考えること 

・鉄道ができて遠くまで行けて，いろ

いろな仕事につけるから大丈夫，等

と考えること 

６ 本時のまとめを考え，ワークシー

トに記述する。 

・時期ＡからＢへの生活の変化の考察

をまとめること 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習をふりかえり，考えた

こと等をノートにまとめる。 

 

 

 

 

 

・「田が減っても，サニー君の生

活は豊かになったのか。」「サ

ニー君の仕事はなくなったの

ではないか。」等と発問を工夫

し，他の視点に着目して考え

ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ふりかえりの視点を示すこと

で，自分の学びの変容の自覚

や，次時以降の学習意欲を高

めることができるようにす

る。 

 ８分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

板書案 

 

まとめ （ワークシート） 

人口が５万人から２０万人までふえ

て，家やお店や公共しせつがふえた

り，交通がべんりになった。だからき

っと，車で買い物に行きやすくなっ

て，生活がべんりで豊かになった。 

評  

時期Ａから時期Ｂの人口，交通，公共施

設，土地利用などの変化の傾向から，人々

の生活の変化を考え，適切に表現している。

【思・判・表②】<発言・ワークシート> 

 

 
⇒Ｂ規準に達しない児童への支援方法 

 ワークシートや本時に書いた自分のノート，

板書，友達の記述をもとに，きめ細かく発問し

ていくことで，人々の生活の変化を記述できる

ように助言する。 

ふりかえり 

この時代の人たちは，どんどんい

ろいろなものができていって，すご

く生活がべんりになったんだなと思

いました。 


